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冬休みを迎えるにあたって 

先日行われた期末個人懇談を経て、「出願手続き依頼書」の提出が終了しました。中学校では、この書類をもと

に出願に伴う様々な出願の準備を進めています。今後、変更が生じた場合は早急に担任までご連絡ください。 

ここで、公立高校の出願までの今後の流れについて、いくつか確認しておきます。 

① 願書に貼る写真は中学校で保管しています。 

② 「北海道収入証紙」（全日制は 2,200円分 定時制は 950円分）を銀行等で購入 

してください。東区の銀行では北洋銀行の窓口のみで取扱っています。 「収入印紙」 

と間違えないように注意してください。                   「北海道収入証紙」見本⇒ 

〈参考〉北海道収入証紙売りさばき所一覧

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/st/cut/urisabaki_syo_itiran.html 

 

③ 1/13（火）は、あらかじめ担任の先生から決められた時間に中学校へ登校し、願書点検をします。 

⇒「北海道収入証紙」も持参してください。 

⇒自己推薦入試の生徒は忘れずに「自己推薦書」も持参してください。 

⇒青色のファイルには〈公立の願書〉を、黄色のファイルには〈私立の願書〉を入れて持参します。 

⇒上靴と筆記用具、「入力内容確認書」も忘れずに！服装は標準服（制服）またはジャージです。 

④ 1/15（木）の始業式には点検・修正を経て送信し、受付番号の入った「正本」の願書を提出してください。 

⇒保護者の方には忘れずに「保護者等署名」欄に署名をしていただきましょう。「保護者等」に入力した保護

者名と同じ名前にしてください。（住民票に記載の漢字でお願いします。） 

⑤ 担任が最終点検をし、後日、生徒が自分で写真と収入証紙を貼ります。 

 

公立高校の出願変更について 

 1/26（月）10：00 に「出願状況の発表」があり、各校の出願倍率がわかります。高校によっては、自分が予想して

いた倍率と大きく違う学校が出てくるかもしれません。 

これまでみなさんは、長い間、自分の学習状況を確かめながら志望校を検討し、担任の先生や保護者の方と何度

も話し合いを重ねたうえで、卒業後の進路希望を決定したことと思います。 「この高校に決めた！」という強い信念

をもって願書の準備をし、出願したのですから、たとえ倍率がどうであろうと簡単に「あっちの高校もいいかな」「やっ

ぱりこっちの高校にしよう」とはならないはずです。3/４（水）の入試当日まで自分を信じてぜひ学習し続けてくださ

い。 

 

裏面に続きます 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/st/cut/urisabaki_syo_itiran.html


 

なお、どうしても志望校を変える必要が出てきた場合のスケジュールを以下にまとめておきますが、出願変更の手

続きの際には保護者の方の協力をお願いすることになりますので、承知しておいてください。 

 

① 1/26（月）午前１０時「出願状況の発表」学力向上推進課ウェブページ（北海道教育委員会） 

② 1/26（月）放課後～1/27（火）：出願変更の申し出（生徒及び保護者⇒担任） 

③ 1/29（木）保護者の方が中学校へ来校した後、当日か 2/2（月）までに高校へ手続きに行っていただく。 

 

また、自己推薦入試で出願した人は、出願変更することができません。一般入試で出願変更する人も「当初出願

した高等学校の同一の課程（全日制であれば全日制、定時制であれば定時制）の他の学科、又は他の高等学校

の同一の課程の学科に１回出願変更することができる」「第１志望の変更を対象とし、第２（第３）志望のみの変更

はできない」などの条件があるので、注意が必要です。 

 

私立高校の出願手続きも慎重に！   

私立高校の出願についてですが、オンライン決済後、願書を印刷して初めて住所等の間違いに気づくケースがあ

るようです。間違いが判明した場合の訂正方法は高校によって異なりますので、入試要項の Web 出願の説明に従

ってください。中学校から高校へ連絡する必要が生じた場合は速やかに担任の先生まで連絡してください。 

一般入試で出願する生徒は、冬休み中の時間に余裕のある時に必ず保護者の方と一緒に行い、入力画面の時

点でしっかり確認するなど、慎重に手続してください。 

なお、願書とは別に入力内容をまとめた「入力内容確認書」を印刷できる高校の生徒は、願書と一緒に提出して

ください。 

〈私立の出願の注意点〉 

① まずは「入試要項」を熟読してください。                                   

② 出願は必ず保護者の方と一緒に行ってください。 

③ 入学検定料を支払うことで受付が完了し、願書の印刷ができるのは各校共通しています。 

④ Ｗｅｂ上で奨学金の申請をする高校がありますので、必要な人は種類等を間違えずに行ってください。 

⑤ 写真は中学校で撮影したものを貼るので、家庭で準備しなくて大丈夫です。 

⑥ 中学校に提出する「願書・受験票」の紙は一般的な A4サイズで白色コピー用紙としてください。 

⑦ 生徒によっては「願書・受験票」以外にも中学校から送る書類がありますので、注意してください。 

⑧ 一般受験（公立併願受験）の生徒は、1/13（火）の登校日に提出となっています。 

 

面接練習をしましょう 

私立高校へ単願・専願・推薦入試等を志望し、面接がある生徒や、公立自己推薦選抜入試受検生徒で面接練

習を希望する生徒は、担任の先生や学年の先生に個人的に申し出てください。冬休み中の練習も可能ですが、あら

かじめ申し出が必要です。「面接のしおり」に想定される質問や 

答えを書き留めておくことが大切です。 


